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　米国保健福祉省のルーサー・テリー医務総監が1964年1月、

「喫煙は肺がんをひきおこす」と初めて警鐘を鳴らして以来、

今年で40年になる。リチャード・カーモナ現医務総監はさる5

月、この3年間で最も包括的なたばこの危険性に関する調査

報告書を発表した。

　総監は、この中で「喫煙は人体のほとんどすべての臓器に有害

で、これまで知られているよりもっと多くの病気の原因になっ

ており、米国の最貧困層の悪習になろうとしている」「タールや

ニコチン含有量を低くしたたばこでも、健康には悪影響」と明ら

かにした。

　この報告書は、医務総監の調査と疾病管理・予防センターの報

告の2本立てになっているが、その要旨は次のとおりである。

①科学的知識が広がったので、たばこの危険性がより明らかに

■なった。従来の循環器、呼吸器の疾患に加え、生殖器官、腎臓、

■目も危険にさらされている。喫煙関連の新たな疾患として、白

■内障、肺炎、急性骨髄性白血病、腹部大動脈瘤、歯周病（歯茎組

■織の炎症）、胃、膵臓、子宮頸管、腎臓の各がんが確認された。

②ニコチンは母乳でも検出されている。間接喫煙にさらされた

■乳幼児はさらされない乳幼児より2倍も乳幼児突然死症候群

■の犠牲になりやすい。出産前後に喫煙した母親の幼児は3倍か

■ら4倍危険である。

③喫煙する女性は14.5歳　男性は13.2歳寿命を縮める。

④たばこの毒素は、血液が流れる所どこにでも広がる。「ライト」

■とか「ウルトラ・ライト」とか呼ばれても安全なたばこは存在

■しない。

⑤米国は、たばことの戦いでささやかながら勝利を収めつつある。

■喫煙経験者の中で禁煙者が初めて喫煙者を上回り、40年間で

■喫煙者の比率はほぼ半減した。

⑥4580万人、成人人口の22.5％が喫煙者で、1998年の24.1％、■

■2001年の22.8％より減った。

⑦以前の報告で、最貧困で教育水準が低い人々の方が喫煙する

■傾向が強いと指摘されていたが、裕福な人々より最貧困層の

■禁煙が進んでいない。

⑧政府は、2010年までに喫煙率を12％以下にする目標を立てて

■いるが、現在の禁煙のペースではこの目標を達成できない。　

　ちょうど40年前の1月、米国の医務総監ルーサー・テリー氏は、

国務省内の講堂のステージに立ち、学識経験者で構成する諮問

委員会がまとめた「たばこと健康」に関する報告書を発表。医務

総監によるプレス発表が全国にテレビ中継されたのはこれが初

めてだった。同氏は全国に向け、「たばこが肺がんの最大の原因

であり、健康に深刻な被害をもたらすことが科学的に証明された」

と公表した。この報告書が、米国における喫煙の文化的位置づけ

を革命的に変化させ、喫煙率を激減させるきっかけとなったと

いわれている。

■米国の喫煙率の推移
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